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１．総合戦略の位置づけと目標年次                    

（１）位置づけ 

・ 第２期佐倉市まち・ひと・しごと創生総合戦略（以下「総合戦略」といいます。）は、第５次佐倉

市総合計画と整合を図りつつ、「佐倉市人口ビジョン（令和２年３月改訂）」（以下「人口ビジョン」

といいます。）で定めた将来展望を踏まえ、今後５年間で実施・検討する戦略的な取組を定め

るものです。 

 

（２）目標年次 

・ 令和６年度（2024年度）を目標年次とします。 

 

２．総合戦略のねらい                          

・ 総合戦略は、人口ビジョンに掲げた佐倉市の目標人口（令和２２年（2040 年）約 15 万 4 千

人、令和 42 年（2060 年）約 1２万 8 千人）を維持するとともに、活力ある地域社会を構築す

るための取組を示すものです。 

・ 取組に当たっては、市民のライフステージに着目し（2 頁）、また、多様な人材が活躍できる環

境づくりや、Society5.0の実現に向けた未来技術の積極的な活用、ＳＤＧｓを原動力とした地方

創生の横断的な視点（8頁）を踏まえ、進めるものとします。 

 

（１）佐倉市の人口推計 

・ 現状で推移すると仮定した基準ケースでは、2060 年の人口は 97,526 人となる見込みです。

総合戦略に基づく人口減少を抑制する施策を実施することで、2060 年の人口は 127,982 人

となり、現状で推移した場合と比べ、約３万人の押し上げ効果が期待できます。 

 

図１：佐倉市の人口推計 

 
  

169,830 

138,998 

97,526 

175,045 

172,012 

153,743 

127,982 

90,000

100,000

110,000

120,000

130,000

140,000

150,000

160,000

170,000

180,000

’15
H27

’20
R2

’25
R7

’30
R12

’35
R17

’40
R22

’45
R27

’50
R32

’55
R37

’60
R42

総
人
口(

人)
ケース１：基準ケース ケース３：市民が希望する出生率及び20～40代の転出超過抑制（純移動率均衡）

30,456 



2 

 

図２：地区別人口 

 

 

（２）市民のライフステージに焦点を当てた取組 

・ 市民のライフステージを、「出生」→「就職」→「結婚」→「出産・子育て」→「退職・老後」の５つ

と捉え、各ステージに焦点を当てた取組を進めるものとします。 

 

図３：市民のライフステージに対応した取組のイメージ 

  

【出典】住民基本台帳（2019年3月末現在）
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基本目標１：
産業経済の活性化を図り、
佐倉に安定した「しごと」をつくります

基本目標２：佐倉の魅力を発信し、「ひと」の流れを定住につなげます

基本目標３：市民の結婚・出産・子育ての
希望を叶えます

基本目標４：安心して笑顔で暮らし続けられる「まち」をつくります

就職・結婚を契機とした
20～40代の転出抑制

市内市外

一度転出した市民の
子育て期までのＵターン促進

（１）多様な働き方と人材活用を実現する就労支援
（２）稼ぐ地域を目指す事業者への支援
（３）農業の成長産業化へ向けた支援

● ●●

（１）結婚へつながる機会の提供
（２）安心して子育てできる環境づくり
（３）子育て世代の就労等の支援につながる

保育園・学童保育所の待機児童解消
（４）確かな学力・豊かな心・健やかな体を育む教育の推進
（５）いじめ・不登校の未然防止・解消

（１）地域における高齢者の包括的な支援
（２）介護予防・認知症支援の推進
（３）健康づくりの推進
（４）地域における市民の活動の充実
（５）持続可能な公共交通網の構築
（６）強くしなやかな市民生活を実現するための防災・減災対策
（７）豊かな自然環境の保全と低炭素社会の実現
（８）多文化共生社会の実現に向けた国際化の推進
（９）良好な景観づくり

● ●●

（１）シティプロモーション戦略に基づく魅力発信と関係人口の創出
（２）転入促進・転出抑制につながる住宅施策
（３）観光客の増加と地元消費につながる産業施策
（４）歴史・自然・文化資源を活用した来訪者の増加

◆

◆

◆

◆
目標人口の達成
活力ある地域社会の構築

※本図は、総合戦略に掲載している基本目標等を、市民のライフステージに分けて簡略図として記載したもの。

基本目標１～４
の達成により

就

職

結

婚



3 

 

３．総合戦略の政策体系                       

 

基本目標１：産業経済の活性化を図り、佐倉に安定した「しごと」をつくります[5、9、10頁]

（１）多様な働き方と人材活用を実現する就労支援[9頁]

（２）稼ぐ地域を目指す事業者への支援[9頁]

（３）農業の成長産業化へ向けた支援 [ 10頁]

（１）シティプロモーション戦略に基づく魅力発信と関係人口の創出 [11頁]

（２）転入促進・転出抑制につながる住宅施策 [11頁]

（３）観光客の増加と地元消費につながる産業施策 [12頁]

基本目標３：市民の結婚・出産・子育ての希望を叶えます[6、13、14頁]

（１）結婚へつながる機会の提供[13頁]

（２）安心して子育てできる環境づくり[13 頁] 

（３）子育て世代の就労等の支援につながる
保育園・学童保育所の待機児童解消[13 頁]

基本目標４：安心して笑顔で暮らし続けられる「まち」をつくります[7、15～19頁]

（１）地域における高齢者の包括的な支援[15頁]

（２）介護予防・認知症支援の推進[15頁]

（３）健康づくりの推進[16頁]

（４）地域における市民の活動の充実[16頁]

基本目標２：佐倉の魅力を発信し、「ひと」の流れを定住につなげます[6、11、12頁]

重要業績評価目標（ＫＰＩ）

 市内法人数
 認定農業者件数

重要業績評価目標（ＫＰＩ）

 観光入込客数
（イベントを含む）

 転入超過数（0～19歳）
 転入超過数（20～39歳）
 転入超過数（40～49歳）

重要業績評価目標（ＫＰＩ）

 合計特殊出生率
 子育て支援サービス

の満足度

重要業績評価目標（ＫＰＩ）

 健康寿命
（65歳における平均自立期間）

 佐倉市を住みやすいと
感じる市民の割合

（４）歴史・自然・文化資源を活用した来訪者の増加 [12頁]

（４）確かな学力・豊かな心・健やかな体を育む教育の推進[14頁]

（５）いじめ・不登校の未然防止・解消[14 頁]

（５）持続可能な公共交通網の構築[17頁]

（６）強くしなやかな市民生活を実現するための防災・減災対策[17頁]

（７）豊かな自然環境の保全と
低炭素社会の実現[18頁]

（８）多文化共生社会の実現に向けた国際化の推進[18頁]

（９）良好な景観づくり[19頁]
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雇用拡大／就労／副業・兼業／
多様な人材と市内企業とのマッチング

事業拡大・施設拡充／企業誘致／
商店街振興／創業／事業承継

農地の集積・集約化／
スマート農業／担い手育成／
農産物の付加価値向上・販路開拓

市の魅力発掘・知名度向上／
情報提供・発信／関係人口創出／
企業版ふるさと納税

住宅補助／空き家利活用／
多様な住宅流通

観光・スポーツイベント／古民家活用／
観光情報発信・多言語化

歴史的建造物の保存活用／芸術文化事業
歴史体験プログラム／都市と農村の交流

婚活イベント／結婚相談

子育て支援相談／ファミサポ／産婦等健診
子ども食堂等居場所づくり／
教育・保育の質の向上／情報発信

民間保育園等・学童保育所の整備／
保育士確保

外国語・ＩＣＴ教育／保幼小連携／
キャリア教育／佐倉学／食育

いじめ防止／相談体制充実／
適応指導教室

地域包括支援ｾﾝﾀｰ／生活支援体制充実

／在宅高齢者支援／介護施設整備・介護
人材確保／医療と介護の連携

介護ボランティア支援／自立支援／認知症
ｻﾎﾟｰﾀｰ養成／認知症初期集中支援ﾁｰﾑ

健康づくり／がん教育／特定健康診査／
スポーツ教室・ボランティア育成・団体支援

地域福祉活動団体・民生委員の支援／
地域共生社会／ｺﾐｭﾆﾃｨ活性化／生涯学習

交通手段確保・高齢者外出支援／
公共交通補完移動手段（Maas等）

防災情報発信の多様化・啓発／防災施設
整備／耐震化／自主防災組織支援

谷津・里山保全／印旛沼水質浄化／
環境活動・学習／省エネ・再生可能エネ

広報紙多言語翻訳／外国人就労・生活・学
習支援／住民交流

【主な取組】 【主なＫＰＩ】

多
様
な
人
材
が
活
躍
で
き
る
環
境
づ
く
り

未
来
技
術
の
積
極
的
な
活
用

SD
G

s

を
原
動
力
と
し
た
地
方
創
生

・地域職業相談室への市内相談者の就職率
・企業誘致助成制度活用による市内雇用人数

【横断的視点】

・地元商店会を利用する市民の割合 ・商店街空き店舗等出店
促進補助金支援件数 ・企業誘致助成制度新規利用企業数
・起業塾受講者の創業者数 ・ｽﾏｰﾄｵﾌｨｽﾌﾟﾚｲｽの登録者総数

・新規就農者数 ・商談会シートの作成件数

・佐倉市シティプロモーションのブランドメッセージの認知度
・「サクライク」閲覧件数

・住宅政策事業補助による定住者数

・観光入込客数（イベントを除く） ・佐倉朝日健康マラソン大会
申込者数 ・観光協会の情報発信への「いいね」数

・旧堀田邸・武家屋敷・佐倉順天堂記念館入館者数
・美術館・音楽ホール利用者数 ・草ぶえの丘利用者数

・佐倉市婚活支援協議会新規登録者数 ・結婚相談受付件数

・ファミサポ事業提供会員数 ・産婦健康診査受診率

・保育施設待機児童数 ・学童保育所の受入可能児童数

・学習状況調査の平均正答率 ・佐倉の歴史や自然に興味が
ある児童・生徒の割合 ・学校給食の地元食材の使用割合

・学校が楽しいと感じる児童・生徒の割合
・児童・生徒の教育相談の回数

・地域包括支援センター事業評価における平均得点
・介護職員初任者研修会参加者数 ・在宅・居住系サービス
利用者割合 ・特別養護老人ホームの定員数
・高齢者クラブ会員数 ・シルバー人材センター会員数

・週１回以上活動する通いの場の数 ・認知症ｻﾎﾟｰﾀｰ数

・自ら健康づくりに取り組んでいる市民の割合
・特定健康診査受診率 ・がん検診受診率
・成人市民の週１回以上スポーツ実施率

・地域福祉活動ボランティア人数 ・自治会・町内会加入率
・まちづくり活動に参加したことがある市民の割合
・公民館年１回以上利用している市民の割合

・公共交通が利用しやすいと思う市民の割合
・ｺﾐｭﾆﾃｨﾊﾞｽ利用者数 ・佐倉市内運行路線ﾊﾞｽ利用者数

・災害に備えのない市民の割合 ・災害情報メール登録者数
・自主防災組織の団体数 ・雨水浸透ます等の補助件数

・生活排水処理率 ・印旛沼ＣＯＤ値 ・市事務事業排出CO2
・住宅用省エネ設備等補助件数 ・ごみ総排出量

・外国人・外国文化に理解ある態度がとれる市民の割合

景観形成団体への技術的支援／
新町活性化複合施設を含めた景観の形成

・景観が良好と感じる市民の割合
・景観形成団体への技術的支援回数

[8頁]
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４．基本目標と横断的視点                       

４－１ 基本目標 

・ 総合戦略では、人口ビジョンに掲げた目標人口の達成、活力ある地域社会の構築を図るため、

３つの横断的視点を踏まえ、４つの基本目標の実現を目指します。 

 

 

 

４－２ 各基本目標の基本的方向と数値目標 

① 基本的方向 

・ 定住人口の維持・増加のためには、産業経済の活性化を図るとともに、安定した就労の場を

確保することが重要です。このため、多様な業種の新規企業誘致及び既存企業の再投資を推

進するとともに、女性、高齢者、障害者及び外国人等の就労・定着促進、創業希望者への支

援を実施します。また、農業の競争力を高めるため、農家の生産性向上を支援します。 

 

② 数値目標 

重要業績評価指標（KPI） 基準値（2018年度） 目標値（2024年度） 

市内法人数 3,377法人 3,640法人 

認定農業者件数 112件 142件 

 

 

 

  

基本目標１：産業経済の活性化を図り、佐倉に安定した「しごと」をつくります

基本目標３：市民の結婚・出産・子育ての希望を叶えます

基本目標４：安心して笑顔で暮らし続けられる「まち」をつくります

基本目標２：佐倉の魅力を発信し、「ひと」の流れを定住につなげます

活力ある地域社会の構築目標人口の達成

【横断的視点１】
多様な人材が

活躍できる環境づくり

【横断的視点2】
未来技術の
積極的な活用

【横断的視点3】
SDGｓを原動力
とした地方創生

（１）基本目標１：産業経済の活性化を図り、佐倉に安定した「しごと」をつくります
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① 基本的方向 

・ 佐倉市への移住・定住を促進するためには、交流人口を増加し、それを定住人口の維持・増

加につなげることが重要です。このため、城下町地区や印旛沼周辺等の地域資源を活用した

観光施設の整備や、観光イベントの開催を行うとともに、こうした市の魅力を市内外に積極的に

発信します。また、佐倉市に継続的に多様な形で関わる関係人口1の創出につながる各種施

策の検討を進めます。 

・ 定住人口の維持・増加のためには、就職、結婚、出産・子育て期等における転入促進及び転

出抑制を図ることが重要です。このため、市民のニーズに応じた各種住宅施策を実施するとと

もに、市内外に積極的に情報を発信します。 

 

② 数値目標 

重要業績評価指標（KPI） 基準値（2018年度） 目標値（2024年度） 

観光入込客数（イベントを含む） 211.2万人／年 224.2万人／年 

転入超過数（ 0～19歳）  254人  369人 

転入超過数（20～39歳） ▲411人 ▲157人 

転入超過数（40～49歳）  109人  157人 

 

① 基本的方向 

・ 定住人口の維持・増加のためには、安心して子どもを産み育てることができる環境を整備する

ことが重要です。このため、結婚・出産・子育てに関する市民の希望を叶えるための各種施策

を実施します。また、小学校・中学校の学習内容の充実を図り、質の高い教育を提供します。 

 

② 数値目標 

重要業績評価指標（KPI） 基準値（2018年度） 目標値（2024年度） 

合計特殊出生率 1.21 1.46 

子育て支援サービスについて、「満足」、 

「やや満足」と回答した市民の割合 

46.9％ 

(2019年度) 
50.0％ 

 

  

                                      
1 関係人口：移住した「定住人口」でもなく、観光に来た「交流人口」でもない、地域と多様に関わる者をいい、

地域づくりの担い手不足という課題に対応するため、増やすことが必要と言われている。総務省

「これからの移住・交流施策のあり方に関する検討会報告書（平成 30年 1月）」で提唱。 

（２）基本目標２：佐倉の魅力を発信し、「ひと」の流れを定住につなげます

（３）基本目標３：市民の結婚・出産・子育ての希望を叶えます
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① 基本的方向 

・ 定住人口の維持・増加のためには、将来にわたって安心して暮らすことができるまちづくりの

取組が重要です。このため、高齢者が住み慣れた地域で安心して生活できる体制の整備や、

市民の健康増進、市民活動の充実を図るための各種施策を実施します。また、持続可能な

公共交通網を構築するとともに、防災・減災対策、自然環境の保全等の各種施策を実施し

ます。 

 

② 数値目標 

重要業績評価指標（KPI） 基準値（2018年度） 目標値（2024年度） 

健康寿命 

（65歳における平均自立期間） 

男性 18.36年 

女性 20.80年 

（2015年） 

延伸 

佐倉市を住みやすいと感じる 

市民の割合 

74.9％ 

(2019年度) 
80.0％ 

 

  

（４）基本目標４：安心して笑顔で暮らし続けられる「まち」をつくります
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４－３ 横断的視点 

・ 各基本目標の達成を図るためには、地方創生を担う人材の活躍や誰もが活躍し多様性に富 

む豊かな地域社会をつくることが重要です。また、Ｓｏｃｉｅｔｙ5.02の実現に向けた未来技術の活

用を図ることにより利便性の向上等が期待されます。さらに、SDGｓ3の理念に沿って取組を進

めることは持続可能なまちづくりにつながります。 

・ このため、以下の横断的視点を踏まえ、具体的施策を推進するものとします。 

 

（１）横断的視点１：多様な人材が活躍できる環境づくり 

・ 活力ある地域社会を構築するためには、地方創生の基盤を成す多様な人材に焦点を当て、そ

の活躍を推進することが重要です。このため、市民、ＮＰＯ法人等地域に関わる一人ひとりが地域

の担い手として参画できる環境づくりとともに、女性、高齢者、障害者、外国人等誰もが居場所と

役割を持ち活躍できる地域づくりを進めます。 

 

（２）横断的視点２：未来技術の積極的な活用 

・ 未来技術は、自動化による人手不足の解消や、地理的・時間的制約を克服することが可能であ

り、この活用により、地域課題の解決だけでなく、市民の利便性や満足度の向上が期待されてい

ます。このため、具体的施策の推進において未来技術の積極的な活用を図ります。 

 

（３）横断的視点３：SDGｓを原動力とした地方創生 

・ SDGｓは、全ての関係者の役割を重視し、「誰一人取り残さない」持続可能で多様性と包摂性の

ある社会の実現を目指して、経済・社会・環境をめぐる広範囲な課題に対し総合的に取り組むも

のです。このため、SDGｓの目指す社会の実現に向けて、SDGｓの理念に沿って具体的施策の推

進を図ります。 

 

（参考）Society 5.0で実現する社会 

      【出典】内閣府ＨＰ 

 

  

                                      
2 Society5.0：狩猟（Society 1.0）、農耕（Society 2.0）、工業（Society 3.0）、情報（Society 4.0）に続く新たな

社会を指すもので、第５期科学技術基本計画で未来社会の姿として提唱。例えば、自動走行を含

めた移動・物流サービス、オンライン医療、IoT（Internet of Things;モノがインターネットとつながる仕

組み・技術）を活用した見守りサービス等、サイバー空間（仮想空間）とフィジカル空間（現実空間）

を高度に融合させたシステムにより、経済発展と社会的課題の解決を両立する人間中心の社会。 
3 ＳＤＧｓ：「持続可能な開発のための 2030アジェンダ」（2015年 9月の国連サミットにて採択）に記載された

2030年までの「持続可能な開発目標」（Sustainable Development Goals）。なお、「３．総合戦略の

政策体系」（3、4頁）等に SDGｓの目標（アイコン）を掲載。 
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５．各基本目標の具体的施策 

５－１ 基本目標１：産業経済の活性化を図り、佐倉に安定した「しごと」をつくります 

（１）多様な働き方と人材活用を実現する就労支援 

・求職者に雇用・就労に関する情報提供や知識習得機会の提供等を行います。 

・女性、高齢者、障害者、外国人等の就労促進及び定着支援を行います。 

・市内及び近隣の高校と連携して、新卒者に対する市内企業の紹介を行います。 

主な取組 

・市内企業の雇用拡大支援       ・職業相談等による就労支援 

・民間企業の副業・兼業支援の検討  ・多様な人材と市内企業とのマッチング支援の検討 

重要業績評価指標（KPI） 基準値（2018年度） 目標値（2024年度） 

地域職業相談室への市内相談者の就職率 11.8% 15.6% 

企業誘致助成制度活用による市内雇用人数 18人／年 100人(5年間の累計) 

 

（２）稼ぐ地域を目指す事業者への支援 

・市内企業の設備投資及び事業拡大を図るための支援を行います。 

・企業誘致助成制度の活用等により多様な業種の企業誘致を推進するとともに、産業用地確保

の検討を行います。 

・商店街の活性化を図るため、商店街が実施する集客イベントや空き店舗を活用した出店促進

を支援します。 

・起業塾や低利融資等により、創業希望者を知識面、資金面から支援するとともに、中小企業や

小規模事業主の円滑な事業承継を通じた新たな成長を支援します。 

・佐倉市スマートオフィスプレイスの運営等を通じ、産業界や金融機関、教育機関等との連携に

よる創業、技術開発、先端事業の創出を支援します。 

主な取組 

・既存企業の事業拡大・施設拡充支援   ・市内進出を行おうとする企業に対する支援 

・産業用地確保の検討             ・オフィス系企業誘致に向けた支援の検討 

・商店街の取組支援・空き店舗対策 

・支援機関と連携した起業塾、創業セミナー等の実施 

・佐倉市中小企業資金融資制度による市内中小企業者への支援 

・佐倉市スマートオフィスプレイスの管理運営及び専門家による支援体制の充実 

・創業及び働き方改革関連イベントの開催 

・事業承継を促進するための取組の検討  ・起業家教育の取組の検討 

重要業績評価指標（KPI） 
基準値 

（2018年度） 

目標値 

（2024年度） 

地元商店街を利用する市民の割合 30.0％ 40.0％ 

「商店街空き店舗等出店促進補助金」の支援件数 3件／年 35件(5年間の累計) 

企業誘致助成制度新規利用企業数 3社／年 10社(5年間の累計) 

起業塾（入門編）受講者の創業者数 7人／年 35人(5年間の累計) 

佐倉市スマートオフィスプレイスの登録者総数 － 400人 
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（３）農業の成長産業化に向けた支援  

・主体的に生産・販売を行う経営マインドを持った農業の担い手を育成します。 

・地域の理解を得つつ、新規就農者や法人といった新たな担い手確保に努めます。 

・多様な主体と連携し、農産物の価値を高める新商品の開発や需要開拓の支援を行います。 

主な取組 

・農業の経営基盤強化のための農地の集積・集約化に取り組む担い手農業者への支援 

・AI・ロボットを活用したスマート農業等生産体制強化に取り組む担い手農業者への支援 

・就農希望者や新規就農者等への支援を通じた多様な担い手の育成 

・農産物の付加価値向上に向けた新商品開発、加工の取組の支援 

・商談会シート4作成や第三者認証取得の支援による市内外の販路開拓 

重要業績評価指標（KPI） 基準値（2018年度） 目標値（2024年度） 

新規就農者数 6人／年 10人（5年間の累計） 

商談会シートの作成件数 － 40件（5年間の累計） 

 

  

                                      
4 商談会シート：出展者の「伝えたい情報」とバイヤーの「知りたい情報」を 1枚にまとめることで、効率的に商談 

を進めることを可能にした統一シート。 
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５－２ 基本目標２：佐倉の魅力を発信し、「ひと」の流れを定住につなげます 

（１）シティプロモーション戦略に基づく魅力発信と関係人口の創出 

・市の魅力や活躍している人を発掘し、市内外のターゲットに向けた効果的かつ戦略的な情報発

信を行います。 

・ふるさと納税制度の有効活用を図ります。 

主な取組 

・定住・交流人口の維持・増加を目的とした市の魅力発掘・知名度向上 

・広報紙・SNS5等多様な広報媒体を活用した情報提供・情報発信 

・ふるさと納税をきっかけとした関係人口の創出に向けた取組の検討 

・企業版ふるさと納税の活用に向けた検討 

・最先端技術を用いた観光名所や空き家情報等のＰＲ手法の検討 

重要業績評価指標（KPI） 
基準値 

（2018年度） 

目標値 

（2024年度） 

シティプロモーションのブランドメッセージの 

市内における認知度 
－ 50.0％ 

「サクライク」閲覧件数（佐倉市の魅力発信サイト） 25,518件／年 36,000件／年 

 

（２）転入促進・転出抑制につながる住宅施策 

・多様な住環境に対するニーズを的確に踏まえた住宅取得等への支援を行います。 

・空き家の利活用に対する支援を行います。 

主な取組 

・住宅補助事業等による定住促進 

・多様な住宅の流通の促進 

・住宅補助事業や金融機関と連携した住宅取得支援による転入促進・転出抑制 

・空き家の利活用支援 

・空き家のルームシェア、シェアオフィス（職住育近接）等への活用支援の検討 

重要業績評価指標（KPI） 
基準値 

（2018年度） 

目標値 

（2024年度） 

住宅政策補助による定住者数 538人（2019年度） 2,500人（5年間の累計） 

 

  

                                      
5 ＳＮＳ：Social Networking Serviceの略で、登録された利用者同士が交流できるWebサイトの会員制サービ

ス。例えば、ＬＩＮＥ、Ｆａｃｅｂｏｏｋ，Ｔｗｉｔｔｅｒ等。 
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（３）観光客の増加と地元消費につながる産業施策 

・城下町地区の景観整備や古民家活用を進め、滞在時間の増加や回遊性の向上を図ります。 

・印旛沼周辺地域の新たな観光スタイルの提示や周辺施設の連携、駐車場の整備を進めます。 

・既存イベントの内容を充実するとともに、新たなイベントの開催やアニメの聖地巡礼等市内での

消費や回遊性につながる仕組みを構築します。 

・ターゲットに合ったモデルコースや体験プログラム等の商品を造成します。 

・多様なメディアを活用して観光情報の発信を行います。 

主な取組 

・城下町地区や印旛沼周辺等の観光資源を活用したイベントの開催 

・古民家（旧平井家、旧今井家等）の有効活用の検討  

・ふるさと広場の拡張の検討    ・観光体験プログラム等の商品造成 

・スポーツイベントの開催 

・多様なメディア（ＳＮＳ等）を活用した観光情報発信 

・成田空港・幕張メッセを活用した訪日外国人へのアプローチの検討 

・情報発信の多言語化の検討 

重要業績評価指標（KPI） 
基準値 

（2018年度） 

目標値 

（2024年度） 

観光入込客数（イベントを除く） 147万人／年 156万人／年 

佐倉朝日健康マラソン大会申込者数 13,033人／年 13,000人／年 

観光協会の情報発信への「いいね」数 56,752いいね／年 58,206いいね／年 

  

（４）歴史・自然・文化資源を活用した来訪者の増加 

・市民の財産でもある貴重な文化財を適切に管理するとともに、観光資源として有効活用します。 

・美術館・音楽ホールでの芸術文化事業を充実させ、交流人口の増加を図ります。 

・市域を超えた都市部住民と農業を営む住民との地域間交流（農業体験等）を促進します。 

主な取組 

・古民家（旧平井家・旧今井家等）等歴史的建造物の保存及び活用 

・旧堀田邸・武家屋敷・佐倉順天堂記念館等文化財施設を活用した観光イベントの開催 

・（仮称）佐倉図書館等新町活性化複合施設での歴史的資料の展示及び活用 

・歴史・芸術・文化資産の情報発信 

・美術館・音楽ホールでの芸術文化事業の実施 ・歴史文化体験プログラムの実施 

・草ぶえの丘を活用した都市と農村の交流促進 

重要業績評価指標（KPI） 
基準値 

（2018年度） 

目標値 

（2024年度） 

旧堀田邸・武家屋敷・佐倉順天堂記念館 

の入館者数 
39,582人／年 42,000人／年 

美術館・音楽ホールの利用者数 170,742人／年 180,000人／年 

草ぶえの丘の利用者数 115,053人／年 125,000人／年 

（※）音楽ホールについては、2017 年度、2018年度に改修工事を行ったため、2016年度実績を記載。 
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５－３ 基本目標３：市民の結婚・出産・子育ての希望を叶えます 

（１）結婚へつながる機会の提供 

・結婚を希望する方が、パートナーに巡り会える機会を提供します。 

主な取組 

・婚活イベントの開催  ・結婚相談の実施 

重要業績評価指標（KPI） 
基準値 

（2018年度） 

目標値 

（2024年度） 

佐倉市婚活支援協議会新規登録者数 82人 90人 

結婚相談の相談受付件数 632人／年 700人／年 

 

（２）安心して子育てできる環境づくり 

・子育て家庭が、妊娠・出産・子育てを通じて切れ目のない支援を受けることができる体制を整備

します。 

・子育て家庭に対する経済的負担の軽減を行います。 

主な取組 

・子育て世代包括支援センターにおける子育て支援相談 

・育児に不安を抱える妊産婦への産後ケア 

・妊産婦・乳幼児の健康診査、乳幼児の予防接種費用の助成 

・病児・病後児保育サービスの提供   ・ファミリーサポートセンター事業の運営 

・子ども医療費の助成、ひとり親家庭等への支援 

・子ども食堂等、地域の子どもの居場所づくりの推進 

・教育・保育従事者の質の向上  ・子育て支援サービスに関するわかりやすい情報提供 

重要業績評価指標（KPI） 
基準値 

（2018年度） 

目標値 

（2024年度） 

ファミリーサポートセンター事業の提供会員数 157人 207人 

産婦健康診査受診率 84.8％ 90.0％ 

 

（３）子育て世代の就労等の支援につながる保育園・学童保育所の待機児童解消 

・保育施設の整備や既存施設の活用による保育定員の増加により、待機児童の解消を図ります。 

・入所児童が多い学童保育所の過密状態を解消するため、施設整備を進めます。 

主な取組 

・民間保育園等への整備支援                  ・保育士を確保するための支援 

・幼稚園の２歳児預かり事業の拡充（国の補助事業活用） ・学童保育所の整備 

重要業績評価指標（KPI） 
基準値 

（2018年度） 

目標値 

（2024年度） 

保育施設待機児童数 
29人 

（2019年 4月 1日） 

0人 

（2024年 4月 1日） 

学童保育所の受入可能児童数 1,705人 2,040人 
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（４）確かな学力・豊かな心・健やかな体を育む教育の推進 

・子どもの確かな学力を育成するため、きめ細かな指導を実施します。 

また、教育課題について調査・研究し、指導に反映させていきます。 

・子どもの豊かな心を育成するため、多様な体験活動を提供します。 

また、佐倉の自然、歴史、文化、ゆかりの人物を題材とした佐倉学を推進します。 

・自校式給食による安全・安心でおいしい給食を提供し、食育を推進します。 

主な取組 

・外国語教育の推進 

・ICT教育6の充実 

・キャリア教育・校外学習等の多様な体験学習の提供 

・地域の社会人・高齢者等を活用した授業の実施 

・小学校と幼稚園・保育園等との連携の推進 

・佐倉市学習状況調査の実施・分析 

・佐倉学の推進 

・食育の推進 

重要業績評価指標（KPI） 
基準値 

（2018年度） 

目標値 

（2024年度） 

学習状況調査の平均正答率 
基礎 81.3％ 

活用 70.3％ 

基礎 90.0％ 

活用 70.0％ 

佐倉の歴史や自然に興味がある児童・生徒の割合 61.1％ 70.0％ 

学校給食の地元食材の使用割合 17.7％ 21.0％ 

 

（５）いじめ・不登校の未然防止・解消 

・不登校やいじめ等、子どもや保護者の学校に関わる悩みに適時適切に対応します。 

主な取組 

・いじめ防止対策 

・悩みを抱える子どもたちの相談体制の充実 

・適応指導教室等による学校以外の居場所の提供 

・一人ひとりの教育的ニーズに応じたきめ細かな支援体制の充実 

重要業績評価指標（KPI） 
基準値 

（2018年度） 

目標値 

（2024年度） 

学校が楽しいと感じる児童・生徒の割合 91.4％ 94.0％ 

児童・生徒の教育相談の回数 4,351件／年 4,500件／年 

 

  

                                      
6 ＩＣＴ教育：パソコンやタブレット端末、インターネット等のＩＣＴ（Information and Communication Technologyの

略で、情報通信技術のこと）を活用した教育手法のこと。 
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５－４ 基本目標４：安心して笑顔で暮らし続けられる「まち」をつくります 

 （１）地域における高齢者の包括的な支援 

・医療・介護・福祉・保健・生活支援サービスを担う事業者とのネットワークを強化し、医療や介護

を必要とする状態となっても、住み慣れた地域で自分らしく暮らし続けられる体制を整備します。 

・高齢者の健康維持・増進、就労機会の確保、社会参加の促進等を通じて、高齢者の生きがい

づくりを支援します。 

主な取組 

・地域包括支援センターの運営 

・通いの場や見守り等による生活支援体制の充実 

・在宅で生活している高齢者及び家族への支援 

・介護施設等の整備、介護人材の確保 

・医療と介護の連携体制の構築 

・高齢者クラブ・シルバー人材センターへの活動支援 

重要業績評価指標（KPI） 
基準値 

（2018年度） 

目標値 

（2024年度） 

地域包括支援センター事業評価における平均得点 84.7％ 95.0％ 

介護職員初任者研修会参加者数（介護資格取得者数） 15人／年 30人／年 

在宅・居住系サービス利用者割合（見える化システム） 76.9％ 79.3％ 

特別養護老人ホームの定員数 790床 
1,058床 

（2020年度末）（※） 

高齢者クラブ会員数 2,787人 3,000人 

シルバー人材センター会員数 1,105人 1,345人 

                                                   （※）高齢者福祉・介護計画改定時に見直し 

 

（２）介護予防・認知症支援の推進 

・介護予防に関する知識の普及と地域住民主体による介護予防活動の取組を支援します。 

・認知症に関する正しい知識の啓発や早期発見・早期対応のための取組、ネットワークの強化を

図ります。また、認知症の人と家族の視点を重視した認知症にやさしい地域づくりを促進します。 

主な取組 

・栄養・運動・口腔ケア等の介護予防知識の普及啓発 

・介護予防ボランティアの養成・活動支援     ・高齢者の日常生活に関する自立支援 

・地域リハビリテーション活動支援事業の検討 

・認知症サポーターの養成              ・認知症初期集中支援チームによる支援 

・オレンジカフェの運営、認知症高齢者声かけ訓練 

重要業績評価指標（KPI） 
基準値 

（2018年度） 

目標値 

（2024年度） 

週に 1回以上活動する通いの場の数 81か所 170か所 

認知症サポーター数   20,057人 28,500人 
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（３）健康づくりの推進 

・健康づくり活動に参加しやすい環境を整え、地域での健康づくり活動を促進します。 

・特定健康診査・特定保健指導の実施や、その重要性の啓発活動を通じ、市民の健康意識を高

め、生活習慣病の予防と重症化予防を推進します。 

・市民の健康・体力づくりにつながる生涯スポーツの普及を図ります。 

主な取組 

・健康づくりに向けた普及啓発  ・がん教育を含めた健康教育事業の実施 

・国民健康保険被保険者への特定健康診査・人間ドック費用の助成・保健指導 

・がん検診の実施  

・スポーツ教室の開催 ・スポーツボランティア・指導者の育成 ・各種スポーツ団体の支援 

重要業績評価指標（KPI） 基準値（2018年度） 目標値（2024年度） 

自ら健康づくりに取り組んでいる市民の割合 
56.3％ 

（2019年度） 
66.3％ 

特定健康診査受診率 35.7％ 44.0％ 

がん検診受診率 12.8％ 50.0％ 

成人市民の週１回以上のスポーツ実施率 
48.9％ 

（2019年度） 
60.0％ 

 

（４）地域における市民の活動の充実 

・自治会等を中心とした各種団体や、社会福祉協議会・地域福祉団体等の自主的な活動を支

援し、住民相互の支え合いによる地域づくりを推進します。 

・地域づくりに対する市民意識の向上や、ボランティア・市民公益活動団体等が地域で行う活動

への参加促進を図ります。 

・公民館・図書館等による生涯学習活動を通じ、地域人材の育成・活用に取り組みます。 

主な取組 

・地域福祉団体等（社会福祉協議会・社会福祉法人・ＮＰＯ法人、福祉団体・ボランティア等） 

への助成・支援 

・民生委員・児童委員への活動支援    ・地域共生社会に係る包括的支援体制の検討 

・自治会等が実施する住民自治・コミュニティ活性化活動への助成・支援 

・自治会・市民公益活動団体・教育機関・企業・ボランティア・行政等の地域における多様 

な主体の連携 

・公民館・図書館等における生涯学習機会の提供 

重要業績評価指標（KPI） 基準値（2018年度） 目標値（2024年度） 

地域福祉活動ボランティア人数 2,814人 3,000人 

自治会・町内会への加入率 69.9％ 70.0％ 

まちづくり活動に参加したことがある 

市民の割合 

34.4％ 

（2019年度) 
40.0％ 

公民館を年に１回以上利用している 

市民の割合 

25.7％ 

（2019年度） 
29.7％ 
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（５）持続可能な公共交通網の構築 

・農村集落と市街地を連絡する公共交通ネットワークの形成を図るため、コミュニティバスの運

行・民間バス路線事業者への支援を行います。また、公共交通を補完する新たな移動手段の

検討を進めます。 

・沿線市町と連携して、ダイヤ改正や増便等利便性の向上について鉄道事業者に要望します。 

主な取組 

・交通空白地域に対する交通手段の確保（ｺﾐｭﾆﾃｨﾊﾞｽの運行・維持、民間バス路線事業者

への支援）や高齢者等の外出支援の構築  ・京成本線・JR・民間バス路線等に関する要望 

・公共交通を補完する移動手段・技術・仕組（グリーンスローモビリティ7、超小型モビリティ8、 

自動運転、MaaS9等）の導入の研究と検討  

重要業績評価指標（KPI） 基準値（2018年度） 目標値（2024年度） 

公共交通が利用しやすいと思う市民の割合 
28.5％ 

(2019年度） 
33.0％ 

コミュニティバスの利用者数 109,700人 149,900人 

佐倉市内を運行している路線バスの利用者数 470万人 470万人 

 

（６）強くしなやかな市民生活を実現するための防災・減災対策 

・災害時の被害軽減を図るため、災害に対する意識の向上を図ります。 

・防災行政無線等の防災関連施設や河川・調整池等のハード整備を進めます。 

・既存建築物の耐震化・危険ブロック塀等の撤去に係る支援を行います。 

主な取組 

・防災・減災に関する情報発信の多様化・防災意識の啓発 

・防災備蓄倉庫の資機材・設備の管理・充実  

・防災に関する施設（無線・井戸等）の維持管理  ・市が管理者となる河川・調整池等の改修 

・既存建築物の耐震化や改修等の支援        ・危険ブロック塀等の撤去 

・自主防災組織の設立・活動支援  ・企業等との連携・協定による発災時の協力体制の強化 

・浸透性舗装や雨水浸透ます等の雨水の流出抑制対策の推進 

重要業績評価指標（KPI） 基準値（2018年度） 目標値（2024年度） 

災害に対して備えのない市民の割合 
10.1％ 

（2019年度） 
8.0％ 

災害情報メール登録者数 16,926人 20,000人 

自主防災組織の団体数 113団体 120団体 

雨水浸透ます・貯水タンクの補助件数 12件／年 12件／年 

 

                                      
7 グリーンスローモビリティ：電動 20ｋｍ/ｈ未満で公道を走る事が可能な 4人乗り以上のパブリックモビリティ。 
8 超小型モビリティ：自動車よりコンパクトで小回りが利き、環境性能に優れ、地域の手軽な移動の足となる 

1人～2人乗り程度の車両。 
9 MaaS：Mobility as a Service の略で、スマホアプリで複数の公共交通や移動サービスを最適に組み合わせ

て、検索・予約・決済等を一括で行うサービス。 
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（７）豊かな自然環境の保全と低炭素社会の実現 

・谷津を中心に、自然環境の保全・再整備を推進します。 

・県や流域市町と連携し、印旛沼の水質改善に取り組みます。 

・市民や事業者に対し、省エネルギーの推進や再生可能エネルギーの活用に向けた啓発や支援

を行い、低炭素型まちづくりを推進します。 

・ごみの減量化・資源化に向けて、４Ｒ（リフューズ・リデュース・リユース・リサイクル）を推進します。 

・気候変動に適応するための施策を推進します。 

主な取組 

・市民や市民団体、農業従事者等との協働による谷津や里山の保全 

・県や流域市町と連携した印旛沼の水質浄化に向けた取組の推進 

・生活排水や肥料等による印旛沼への流入負荷の削減のための指導・ＰＲの推進 

・浸透性舗装や雨水浸透ます等の整備・普及による地下水涵養の推進 

・SDGｓを踏まえた市民協働による環境活動・環境学習の推進 

・保全活動団体の支援のあり方・メニューの検討 

・家庭や事業所における省エネルギー設備や再生可能エネルギー設備の導入促進 

・公共施設への高効率空調や省エネルギー型の設備、再生可能エネルギー設備の設置 

・低炭素建築物認定制度や住宅性能表示制度等の啓発・活用 

・マイバッグの活用、過剰包装の削減、食品ロス削減等の啓発 

重要業績評価指標（KPI） 基準値（2018年度） 目標値（2024年度） 

生活排水処理率 93.1％ 95.5% 

印旛沼の COD値 12mg/L 9 mg/L 

ニホンアカガエルの卵塊確認地点数 11地点 11地点 

市の事務事業から排出される 

温室効果ガス（CO2）排出量 

13,175t- CO2 

（2017年度） 
12,459ｔ- CO2 

住宅用省エネルギー設備等の補助件数 129件／年 158件／年 

ごみ総排出量 51,398t／年 49,783t／年 

 

（８）多文化共生社会の実現に向けた国際化の推進 

・多様な価値観を受け容れることができる多文化共生社会の実現を目指します。 

・外国人が安心して暮らし活躍できる地域づくりを推進します。 

主な取組 

・広報紙の多言語翻訳等を通じた行政情報発信 

・オランダ等関係諸外国との交流促進 

・多言語による情報提供を通じた外国人就労・生活支援の充実の検討 

・生活相談及び日本語による学習支援等の拡充の検討 

・外国人材の活躍に向けた、住民交流等の取組の検討 

重要業績評価指標（KPI） 基準値（2018年度） 目標値（2024年度） 

外国人、外国文化に理解ある態度 

がとれる市民の割合 

52.5％ 

(2019年度） 
60.0％ 
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（９）良好な景観づくり 

・歴史・自然・文化から育まれた佐倉市の個性を活かした景観の形成及び保全を推進します。 

主な取組 

・景観に関する情報の周知・啓発 

・良好な景観づくりに取り組む市民・団体等への技術的支援 

・（仮称）佐倉図書館等新町活性化複合施設を含めた景観の形成 

重要業績評価指標（KPI） 基準値（2018年度） 目標値（2024年度） 

景観が良好と感じる市民の割合 
58.5％ 

(2019年度) 
60.0％ 

景観形成団体への技術的支援回数 4回／年 
15回 

（5年間の累計） 

 

 

 

６．総合戦略の効果検証及び改善（ＰＤＣＡサイクル）                      

○毎年度、3月末時点の KPI達成状況等を内容とする事業評価シートを作成し、本シート等に基

づき、産官学金労言士等の有識者や市民公募委員で構成する「佐倉市行政評価懇話会」に

おいて、事業（Plan、Do）の効果を検証（Check）し、結果報告を取りまとめ、改善を図る PDCA

サイクルを確立します。 
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